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天然高分子を溶解する高極性溶媒と抽出物を
単離・加工するプロセスの開発
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セルロースは、循環型社会を構築するために必要不可欠な天然資源です。我々は、難溶性天然高分子であるセル 
ロースを温和な条件で溶解できる溶媒を用いて、竹からセルロースを抽出、単離、加工する方法について研究して
います。竹そのものを溶解することで、セルロースに限らず、例えば、薬理活性を有する低分子有機化合物の抽出、 
単離も可能であり、その方法論についても検討しています。

活用例
高極性溶媒を用いてセルロースヒドロゲルの簡便な作製方法を開発しました。得られたセルロースヒドロゲルは、抗菌性を有して
いることがわかり、機能性バイオマテリアルとして応用展開できることを明らかにしました。
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竹の溶解とセルロースの抽出
竹を高極性溶媒であるアルカリ水溶液に室温で溶解させ、
天然高分子であるセルロースを効率的に抽出するプロセス
の開発を行っています。

セルロースヒドロゲル
アルカリ水溶液にセルロースを溶解後、架橋剤を添加す
ることで、簡便かつ短時間でセルロースヒドロゲルを作
製できました。

セルロースヒドロゲルの抗菌活性
セルロースヒドロゲルの抗菌活性試験を行ったところ、ゲ
ル内に残存するアルカリ水溶液の量に応じて、抗菌活性
を制御できることを明らかにしました。


